
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次唐津市環境基本計画 

（改訂版） 

唐津市 
Karatsu 

 概 要 版  
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１  計画策定の主旨 
■第 2次唐津市環境基本計画とは 

「第 2次唐津市環境基本計画」（以下「本計画」といいます。）は、唐津市（以下

「本市」といいます。）の環境の保全に関する施策、環境に関する全ての取り組み

の基本的な方向性を示すものであり、行政、市民、CSO、事業者などが協働して環

境にやさしい行動に取り組むための指針となる計画です。 

 

■計画の対象とする地域、環境の分野、期間 

・対象地域 

計画の対象地域は、本市全域とします。 

 

・対象とする環境の分野 

環境保全のための共通基盤

■環境教育・環境保全活動などの推進
■環境情報の提供 など

■大気環境の保全
■自然を身近に感じる
地域づくりの推進 など

■地球温暖化対策
■省資源・省エネルギー

の推進 など

■自然環境の保全
■生物多様性の確保

など

■ごみの減量化の推進
■ごみの再資源化の推進

など

【地球環境】

【生活・快適環境】

【自然環境】

【資源循環】

【環境教育・環境学習】

 

 

・対象期間 

 

１ 

平成 30 年度 ～ 令和 9 年度 
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２  望ましい環境像 

唐津市環境基本条例に示された 3つの基本理念を考慮し、本市が目指す「望まし

い環境像」を次のように設定します。 

 

 「海・山・川と人が響きあう唐津」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  計画実現の主体と役割 

望ましい環境像の実現のためには、行政、市民、CSO、事業者などの各主体がそ

れぞれの役割を認識し、パートナーシップと協働の仕組みを築き、実行することが

大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

２ 

本市は、「海」、「山」、「川」の豊かな自然と歴

史や文化に恵まれています。これらの地域資源

は、先人たちによって大切に受け継がれてきたも

のであり、私たちはその貴重な資源を今後も守

り、育て、次世代に引き継いでいく責任と義務が

あります。 

行政の役割

市民の役割

事業者の役割 CSOの役割

環境活動への積極的な参加

事業者に対する環境活動の啓発活動

連携・支援



3 

４  施策の展開 

本計画の目指す「望ましい環境像」の実現に向け、5つの環境の分野に沿って環

境目標を設定し、総合的に施策を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

省エネルギーへの取り組みや再生可能エネルギーの導入といった「緩和」の取り組みだ

けでなく、地球温暖化による気候変動への「適応」に対する取り組みを進めていきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○基本的な施策 

① 地球温暖化対策、 

省資源・省エネルギーの推進 

・省資源・省エネルギー実践活動の普及・促進 
・交通の省エネルギー化の推進 
・環境にやさしく安全・安心な生活の実現 

② 再生可能エネルギーなど 

の普及・促進 

・再生可能エネルギーなどの普及利用促進 
・再生可能エネルギーなどによる地域活性化の推進 
・地産地消のエネルギーシステムの確立 

③ 安心して暮らせる地域づくり ・気候変動の影響に対する適応策の推進 

 

○主な取り組み 

・省資源・省エネルギーの実践活動や化石燃料の削減に関する情報提供や啓発活動の推進 

・次世代自動車の普及やエコドライブ、パーク＆ライドなど交通の省エネルギー化の推進 

・再生可能エネルギーの導入促進 

・再生可能エネルギーを活用した自立・分散型エネルギーシステムを導入し、「災害に強く 

 環境負荷の小さい地域づくり」の推進 

・地産地消のエネルギーシステムを構築し、地域経済の活性化の推進 

４ 

環境⽬標１【地球環境】 

地球にやさしいまちを⽬指します 

環境目標 

地球環境 
 地球にやさしいまちを目指します 

自然環境 
 豊かな自然があふれるまちを目指します 

生活・快適環境 
 安心して健やかな暮らしが送れるまちを目指します 

資源循環 
 資源を大切にするまちを目指します 

環境教育・環境学習 
 環境への思いをつなぎ育てるまちを目指します 

望ましい環境像 

「海
・山
・
川
と
人
が
響
き
あ
う
唐
津
」 
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貴重な種の保護や外来種による被害防止などの取り組みを継続するとともに、離島など

の自然環境保全や災害に強い自然環境の整備に取り組んでいきます。 

 

  

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

公害防止や排水対策などの取り組みの継続とともに、景観に配慮したまちづくりや空き

家などへの対策など、安心して暮らせる環境づくりへの取り組みを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○基本的な施策 

① 大気環境の保全および 

騒音・振動・悪臭の防止 

・発生源対策の推進 
・その他の発生源対策の推進 
・調査・監視体制の充実 

② 水質および土壌環境の保全 
・生活排水などの適正処理の推進 
・発生源対策の推進 
・調査・監視体制の充実 

③ 化学物質などの 

環境リスク対策 

・ダイオキシン類対策 
・放射性物質対策 
・その他の化学物質対策 

④ 豊かで潤いある地域づくり 
・地域特性を活かした景観づくりの推進 
・自然を身近に感じる空間づくりの推進 
・空き家など対策の推進 

 

○主な取り組み 

・工場・事業場、自動車などの発生源対策の推進と汚染物質の調査・監視の継続と観測 

 データの公表 

・広報やホームページによる啓発による近隣騒音などの未然防止の推進 

・玄海国定公園などの貴重な自然を保全・活用し、歴史・文化など本市の地域特性を活か

した景観づくりの推進 

・空き家バンク制度を活用した空き家など有効活用の推進 

○基本的な施策 

① 生物多様性の保全 
・野生動植物の保護および生育環境の保全・整備 
・鳥獣被害防止・外来種対策の推進 

② 緑・水環境の保全 
・森林の保全と活用    ・水辺の保全と活用 
・里地里山の保全と活用  ・離島の環境保全と活用 
・災害に強い森林・水辺・里地里山づくりの推進 

 

○主な取り組み 

・森里川海のつながりを支え、多様な生物が生息・生育できる環境の保全、復元、充実 

・海洋プラスチックごみ削減を目指し、出前講座や講習会の実施などによる普及啓発 

・海岸漂着物専用ごみ箱「拾い箱」を活用した海岸の清掃・啓発 

環境⽬標２【⾃然環境】 

豊かな⾃然があふれるまちを⽬指します 

環境⽬標３【⽣活・快適環境】 
安⼼して健やかな暮らしが 
        送れるまちを⽬指します 
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３Ｒ活動の普及・促進などの取り組みの継続とともに、食品ロスを減らすための取り組

みや災害発生時の廃棄物処理への対応力を高める取り組みを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然体験や生活体験を通し、幼児期から自然や人間と環境の関わりを学べるような取り

組みを進めるとともに、地域に根差した環境教育を充実させ、行政・市民・CSO・事業者の

協働による環境保全活動を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

○基本的な施策 

 

人づくり・ネットワークづくり 
・効果的な環境情報の発信・共有 
・環境を担う人材の育成 
・地域と連携した環境保全活動の推進 

 

○主な取り組み 

・環境に関する情報の収集および様々な媒体によるそれらの情報の発信・共有の推進 

・学校や地域における身近な自然環境の大切さを学ぶ機会の創出 

・地域の環境保全の取り組みをリードする多様な担い手の育成を推進し、地域の取り組み

の維持・活性化の推進 

○基本的な施策 

① ごみの減量化・再資源化の推進 

・３Ｒ運動の推進 
・食品ロスを減らすための取り組みの推進 
・廃棄物系バイオマスの利活用推進 
・環境に配慮した製品の利用推進 

② 安全・安心な廃棄物処理の推進 

・一般廃棄物の適正処理の推進 
・産業廃棄物の適正処理の推進 
・不法投棄・不適正な屋外焼却の防止 
・災害廃棄物の迅速で適正な処理体制の確保 

 

○主な取り組み 

・ごみや廃プラの減量化に努め、分別収集および再商品化による３Ｒ運動の推進 

・家庭や外食における食品ロスを減らすための取り組みを周知・啓発 

・地域と連携した巡視活動の継続と周知により、不法投棄・屋外焼却などの防止の推進 

環境⽬標４【資源循環】 

資源を⼤切にするまちを⽬指します 

環境⽬標５【環境教育・環境学習】 

環境への思いをつなぎ育てるまちを⽬指します 
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５  唐津市地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 

および唐津市気候変動適応計画 
本市では、2050 年カーボンニュートラルを実現するため、温暖化の原因である

温室効果ガス排出量を削減する緩和策を促進するとともに、今後避けられない気候

変動の影響による被害を回避・軽減していくために適応策に取り組みます。 

本市の温室効果ガ

ス排出量の削減目標

は、国の目標をふまえ

て、「2030 年度まで

に2013年度比50％

削減」とします。また、

将来的には「2050 年

に温室効果ガス排出

量を実質ゼロ」とする

脱炭素社会の実現を

目指します。 
 

■削減目標の達成に向けた取り組み（緩和策） 

本市の状況をふまえて、「「再生可能エネルギーの導入促進」「省エネルギー型設

備・脱炭素型ライフスタイルの推進」「脱炭素型のまちづくり」「ごみの減量・リサ

イクルの推進」の４つの取り組みを進めます。 
 

項目 主な取り組み 
関連する 

SDGs 

再生可能エネ

ルギーなどの

導入促進 

・本市の地域特性にあった再生可能エネルギーの導入を推進

し、100％再生可能エネルギー（RE100）でまかなうことを

目指す 

・水素や海洋エネルギーなどの新しいエネルギーの技術につ

いて、技術実証を推進し、シンポジウムやセミナーを通じ

て、市民、CSO、事業者の理解を促進 

・再生可能エネルギーに係る研究・教育分野や地域エネルギ

ー会社などの電気事業者を含めた産業・経済分野との連携 

 

 

省エネルギー

型設備・脱炭

素型ライフス

タイルの推進 

・省エネ設備の更新による効果や導入に関する補助金などに

ついての情報を発信することにより普及促進 

・住宅やオフィスビルのエネルギー収支をゼロにするように

努め、断熱リフォームなどについての情報を発信すること

により普及促進 

・うちエコ診断やエコチャレンジシートなどを活用して、省

エネ型ライフスタイルの実践を普及促進 

 

 

 

５ 
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項目 主な取り組み 
関連する 

SDGs 

脱炭素型の

まちづくり 

・石油由来のエネルギー消費から脱却し、脱炭素型のまち

づくりの推進 

・補助金や優遇制度を活用した電気自動車などの次世代 

 自動車の導入を促進（公用車含む） 

・豊かな自然の保護と管理による二酸化炭素の吸収 

 

 
ごみの減量 

・リサイクル

の推進 

・食品ロス削減のため、フードドライブや「てまえどり」 

 活動などの取り組みを推進 

・拾い箱を活用し、海洋プラスチックごみ削減の推進 

・ごみの減量化と分別の徹底、再利用を積極的に行う３Ｒ 

 の推進 

・廃棄プラスチックの減量化および再資源化、海洋プラ 

 スチック問題に対する取り組みの推進 

 

 

 

■気候変動による影響の回避・軽減に向けた取り組み（適応策）  

本市の状況および国の「気候変動影響評価報告書」による影響評価の結果を踏ま

え、本市において影響が大きいと考えられる「農林水産業」「水環境・水資源」「自

然生態系」「自然災害」「健康」「市民生活・都市生活」の 6 分野について、適応策

を行っていきます。 
 

主な取り組み 
関連する 

SDGs 

・高温条件下でも収穫量や品質の低下が少ない品種の普及を検討 

・ガンガゼなどの食害生物の駆除により磯焼けの予防と藻場の保全を

推進 

・飲用井戸の適切な管理などを普及・啓発し、水質変化の予防・把握 

・多様な手法により国の重要湿地である樫原湿原を保全 

・災害リスクの低減のため、防災情報の提供・周知を推進 

・地域防災リーダーの育成強化 

・熱中症の予防対策の周知啓発 

・渇水時の給水制限などを回避・低減するため、節水の周知啓発 

・ホームページなどを活用した気候変動についての情報を普及啓発 

 

 

 

 

第２次唐津市環境基本計画 

（改訂版） 

令和 5年 3月 
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